
コロナ渦での中国渡航

2020 年 8 月 18 日 関⻄空港 18:00―上海浦東空港 19:00 ルートで渡航、上陸後上海のホテ

ルで 14 日間の隔離開始。

渡航の一連の流れを共有します。今後渡航される方の何かお役に立てば幸いです。

1)VISA 取得

山東省の招聘状取得→中国 VISA センターにオンライン申請(旅行代理店が代行)し約 1

週間で発行されました。

2)航空機予約

威海の会社から予約を実施。8/6 に申請して 8/18 のチケットを確保しました。高額に

なっているので注意が必要です。

3)日本での PCR 検査

結果的に、必要ありませんでしたが、念のため日本で PCR 検査を実施して陰性証明書

を持参しました。

4)渡航当日＜関⻄空港出発前＞

・空港でのチェックイン時に健康状況申告のミニアプリの登録を求められ、その場で登

録しました。スマートフォンで QR コードを読んで、必要事項を入力する方式です。

登録には航空機の座席番号も必要な為、チェックイン後に座席番号を入力して入力完了

となります。入力が完了すると健康申告書 ID が発行されバーコードと QR コードがス

マートフォンに表示されますので必ず画面キャプチャーで画像保存してください。入国

時に数回提示が求められます。



5)渡航当日＜航空機＞

・登場はほぼ通常通りですが、奥から順番に案内していました。

・乗客は定員の 6 割(250 人)程度。2 割くらい日本人と思われます。中国人の数人は防

護服を着ていました。

・客室乗務員は全員防護服です。下記のクラッカー、落花生、ジュースが出ました。

・降りる時も前のエリアから時間を分けて降ります。私の座席は前から３区画目でした

が、30 分くらい待って降りることが出来ました。

6)渡航当日＜上海浦東空港到着＞

①PCR 検査

・航空機を降りると一方通行で進みます。

・先ずは同意書の発行です。この時、日本の空港で登録した健康申告書 ID が必要で、

スマートフォンに表示して提示します。パスポート見せ、問題なければ PCR 検査同意

書にサインします。名前と日付を記入します。

・次にそれを持って試験管を受け取ります。このときも健康申告書 ID の提示が必要だ

ったと思います。

・いよいよ PCR 検査です。実施する前に鼻に障害が無いか聞かれます。両方の鼻の穴

から採取します。かなり念入りにやっている感じで、綿棒をしばらく鼻に刺して少し放

置して抜く感じ。大人なので耐えるしかありません。

②入国審査

・入国審査は通常と変わりませんでした。左右指の指紋をとりますが、指紋読み取り機

は毎回消毒されません。指を押しつけるので感染危険性を感じました。除菌ティッシュ

など携帯すると良いと思います。

③預け荷物受け取り

・通常通り

④ホテル振り分け

・荷物を受け取るとまた一方通行で進みます。



・いくつかエリア別に道が分かれます。山東省はその他地域というくくりでした。

・途中で QR コードの看板があり、スマートフォンで読み取り入力作業が必要です。今

後の処理を迅速進めるためのようで、入力内容は以下のとおり。入力後送信すると QR

コードが表示されるため、これも画面キャプチャーで画像保存します。

7)渡航当日＜ホテル行きバス＞

・バスに乗り込む前に受け付けがあり、そこでパスポートと先ほど登録したアプリの

QR コードを提示します。ここで、一旦パスポートを預けます。

・バスに案内され、荷物をバスに積み込んで、バスに乗車します。

・バスの中で点呼し、その時にパスポートが戻ってきます。



・バスの乗客が埋まるまで 30 分くらい待ち、出発。

・ホテルに到着すると部屋番号が記載された QR コード付きの紙が配られます。ここで、

またアプリ入力です。入力が完了後、完了画面をバスのスタッフ提示し降車できます。

・左のコードで部屋番号と氏名を登録します。真ん中は WeChat の申請です。今後ホテ

ルでのやりとりで必要。右側のコードで自分の情報入力となります。焦ると何回も入力

し直しになるので、ゆっくり落ち着いて入力すると良いと思います。どうしても日本人

は入力が遅れ、降車が遅くなります。

8)渡航当日＜ホテル＞（宿泊代 350 元/日＋食事代 100 元/日）

・ホテルに入る前に手に持つに大量の次亜塩素酸ナトリウムが塗布され消毒します。

・チェックインは簡単でパスポートとバスで配られた部屋番号が書かれた紙を見せ、用

紙に名前、パスポート番号、電話番号を記載して完了です。

・カギは渡されずに、部屋までスタッフが案内してくれます。一旦入ると、外には出ら

れません。

・毎日、朝の８時と 14 時に検温し、WeChat で報告します。

・食事は 3 色お弁当が部屋の前に置かれます。塩などの調味料を持参した方が良いです。

・水(500mL×24 本)・ティッシュ(２個)・トイレットパーパー（3 ロール）・⽯けん・⻭

ブラシ＋⻭磨き粉、スリッパが部屋に準備されていました。



朝食 昼食

・ホテルのテレビは HDMI ケーブルでつなぐ事で、パソコンのサブ画面として使用出来

ました。参考まで。

以上


